
令和６年度 香川大学 解答 

〔Ⅰ〕選択問題 
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〔Ⅱ〕選択問題 
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(7) 

コンデンサーとコイルは充放電するので，消費電力の平均値は 0 である。 

よって，回路全体で消費する消費電力の平均値は， に関係なく，一定値
2
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V
である。 
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〔Ⅲ〕選択問題 
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〔Ⅳ〕選択問題 

(1)    0P H g  (2)   0
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(3) 

底面での圧力は， 0 ( )P H h g であるから，底面での力のつり合いは， 
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浮力はピストンの上面による圧力による力と，底面での圧力による力の差によって， 

生じる。 

(4) 
気体の温度は上昇し，体積が膨張するので，浮力は大きくなる。よって，ピストンと

シリンダーはともに上昇する。 
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(9) 

状態 C での温度T は状態方程式より， ( )( )p s h h h RT      

熱力学第一法則より， U W    1( )U C T T T   v であるので， 
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〔Ⅴ〕選択問題 

（1） 
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（3） 

12Cの個数を， 0N とすると， 14Cのはじめの個数 1N は 12
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2850 年経過したとき，
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